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秋田縣後生掛地熱地帯調査報告
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　　　The　Goshogake　geothermal　regioh　in　Akita　Prefecture　comprises　three　fumarolic

areas　named　Goshogake，Niiyamazawa　and　Fukenoyu．

　　　This　region　consists　of　the　lavas　of　the　Hachimantai　and　Yakeyama　voIcanoesソand

altered　zones　by　fumarolic　action　are　distributed　in　the　above　mentioned　areas．

　　　A三tered　s（》ft　siliceous　products　are　transforme（i　into　argillaceous　ones　towar（is　the

、10wer　and　tあe　adjacent　parts，a阜d　the　distribution　of　t血ose　siliceous　products　coinclde　fairly

well　with　those　of　t五e　geothermal　areas　in　abnormaly　high　tempera加士e　over300C．

　　　This　fact　suggests　that　geothermal　steam　zones　seem　to　be　conseale（1　under　those

areas，because　the　sost　silic（∋ous　products　afe　the五nal　ones　of　lavas　by　su1phuric　acid　action

which　was　formed　by　oxidation　of　H2Sナn，fumarolic　gasses．

1．　ま　えがき

　秋田県と岩手県の県境に位置する焼山火山をほ貸中心

として，その周辺には幾つかの噴気・温泉群がある。後一

生掛地熱地帯と』いうのは，焼山（1366m）と八幡平（1613

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふけ
m）とのほ父中間にある後生掛温泉・新山沢・熊沢蒸の

湯を含む地帯を指す。今回地熱開発候補地の1つとして

この地帯をえらび，地質調査および地温分布調査を行つ

た。本報告はその調査結果の概要を述べたものである。

　なお本文で用いた地形図は，技術部測量課金子政利・

F横江一男両技官の測量によるものである。

2．位置・交逼
　この地帯は秋田県鹿角郡宮川村と仙北郡田沢村とに跨

り，東西約8km，南北約3．5kmの面積を占める。

　本地域はトロコ温泉あるいは赤川温泉より徒歩約L5

時間内外の行程にある。最近，花輪線花輪および小豆沢

より，トロコ，赤川経由のバスが玉川温泉まで通じたの

で，冬季を除ぎ，この地域に嫡比較的容易に達すること

ができる。

3．噴気および浬泉の分布状況

後生掛地熱地帯の説明に入る前に，焼山火山周辺の噴

＊　地質部

気，温泉の分布状況を概観し，併せてそれらの特徴的な

性質に簡単に触れておくことにする。

　まず噴気地帯であるが，その分布は焼山に接近して位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さけぴ
置を占める。焼山現火口，焼山西方の玉川および叫沢を
　　　　　　　　　　　　　　　　　ふけ
初め，焼山東方の後生掛・新山沢・熊沢蒸の湯・澄川等

がそれである。このうち，玉川温泉註1）は田沢湖に注ぐ

玉川の皮流渋黒川水源に位置し，噴気露頭のや工下手か

ら湧出する通称大吹とよばれる熱泉は遊離塩酸含有の強

酸性泉で，わが国における火山性温泉のなかでも特徴的

なものの1つに数えられている。後生掛・新山沢および

熊沢蒸の湯は，噴気および噴蒸型温泉を伴ない註2），後

生掛より北によつた澄川温泉にもまた小範囲ではある

が，蒸気露頭の存在が認められる。、

　いま挙げた噴気地帯の外側はいわゆる温泉地帯に当

り，焼山の西側では，玉川中流匠新湯および鳩湯註3）が

あり，焼山東側では，熊沢川に沿つて，上流より赤川

註4）・上トロコ註5）・下トロコ註6）・銭川・志張等の温泉

が分布している。これらの温泉は大部分中性～アルカリ

性の熱水型温泉であるが，赤川だけは酸性地下水型温泉

の性質を示している（第3図参照）。

　註1）三浦彦家ミB：澁黒温泉成因のfヒ学的研究（第1報～第8報）

　　　　　　　　日本化学会誌，Vo1．59～61
　　　温泉の化学的総会研究季員会＝　温泉の化学酌競究，衣部省科学

　　　　　　　厨究報告書，1953
　註2）～註6）前出
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　いま挙げた噴気・温泉は，地理的にみてほ黛南北方向

濫連なる分布を示しているが，地質構造との関係につい

ては，現在ほとんど明瞭な手掛ヴが得られていない。た

黛澄川より赤川を経てトロコ紀至る範囲には，比較的変

質帯が発達し，噴気・温泉についても，

　澄川（噴気）→赤川（酸性地下水型温泉）→トロコ（高温

　熱水型温泉）

というように，外側に向つて分布≧性質を変えることは

噴気地帯から温泉地帯に移行する地域的な関連を暗示し

ているようにみえる。

4．・地質概論

　この地帯は八幡平および焼自火山地帯の一部で，ほと

．んど全地域が，この両火山の熔岩および火山砕屑物より

なる。両火山の火山地質については，既に本所地質部河

野義礼・上村不二雄両技官により「八幡平」地質図幅調査

が行われているので，詳細はその報告書にゆずり，こX

では後生掛地熱地帯内の地質状況について，簡単な説明

・を加えておく註7）○

　この地帯は前記両火山のほ黛中間に位置し，後生掛温

泉以東には八幡平熔岩，域西には焼申熔岩が分布し，後

生掛2蒸の湯の間に蒸湯熔岩の分布がみられる。火山活

．動の順序は八幡平がより古く，次いで蒸湯火山，焼山火

山とい，うように，活動は東から西に波及したといわれて

いるQF

　岩石は八幡平熔岩の撒麓石複輝石安山岩を除き，いず

れも複輝石安山岩よりなる。なお後生掛温泉附近では，

泥の塔から大坊主地嶽に至る間に，一部泥層・砂層等の

堆積物もみられるが，著しい変質をうけているためその

分布状況は明らかでない。

5．変質幣の分布と性質

　この地帯内における変質帯の分布は，現在の噴気地域

．とほ讐一致し，前述の後生掛・新山沢および蒸の湯に著

しい発達がみられる。変質帯は主として珪酸質白土とカ

オリン質の粘土からなり，地表調査とハンドオーガーに

よる浅い穿孔調査によると，特に後生掛地区では，蒸気

露頭の分布範囲と珪質部分の分布範囲とがほとんど一致

することが注目に値する。

　一般に，噴気の性質は炭酸ガスと硫化水素とが共通し

て含まれるものである。そしてこの硫化水素の存在が，

地表附近で行われる変質作用の車動的な要素であること

もしばしば報ぜられている。もちろん変質帯の生成は単

に硫化水素だけでなく，水蒸気・炭酸ガ涛等をも含めた

いわゆる天然蒸気の熱化学的作用によるものであり，同

時に地表からの深さ，ガス成分の濃度，温度等の条件が

異なることによつて，その変質状態に差異のあることは

当然考えられるところである。ー

　この地帯における変質帯の珪質部分と粘土質部分との

関係をみると，多少漸移的であるが，珪質部分を中心と

して側面あ、るいは下方に粘土質部分の発達が認められ

る。この両者の関係については，既に別報でも説明を与

えたように註8），噴気地帯に伴なう温泉の水質に，ある．

程度の手掛りが含まれている。すなわち噴気地帯に伴な

う噴蒸型温泉，あるいは地下水型温泉ないし鉱泉は，一

般に酸性明馨泉といわれるように， 著しい硫酸酸度（pH

3以下）を示し，かつ溶存成分として多量の鉄および馨土

を含むことで特徴づけられる。噴気地帯におけるこの種

の温泉あるいは鉱泉の水質は，噴気に伴なう硫化水素の

酸化，あるいは変質帯の粘土質部分に附随する硫化鉄の

酸化によつて生じた硫酸酸性溶液の性質を示すものであ

り，同時に粘土質部分から珪質部分に移行する変質過程

の一端を反映しているとみることができる。したがつて

噴気地帯では一連の変質作用であつても，硫化水素の酸

化圏内における岩石の分解は特に著しく・最終的に地表

附近に珪質部分の生成を伴なうのが一般的な傾向であ

るo

　第1表は代表的湾珪質部分の化学成分を示したもので

ある（チタソの比較的多いことも成分上の特徴である）。

第1表珪質変質物の化学成分（％）

Sio2

A1203

Fe203

Tio2

MgO
CaO
Ig．10SS．

一H20
TotaI

後生掛温泉

　：No．1

90．63

1．71

0．62

1．30
’0．12

0．08

2。18

3．01

99．65

後生掛温泉

！No．2

92．75

2．40

0．30

0．57

tr．

0．10

2．88

0．76

99．76

（分析：安藤　武）

6．地温分布獣況

駐7）この地帯の地質についても爾技官の調査結果および助言に員うと，

　　ころが多い。，

　地温分布の状況は，地表に接近したいわゆる天然蒸

気の存在状態に関連がある。P

・調査方法は，これまで行つているのと同じように，ハ
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第3図秋田縣後生掛地熱地幣地質ならびに地温分布図

ンドオーガーを用い，深度U．5mの地温を測定した

が，測定地点はできるだけ30～50mの格子状にとり，

適宜必要に応じて地点の配置を加減した・

　なお，異常地温の範囲であるが，現在この地方の月平

均気温および月平均地温の資料がほとんど欠けているの

で，気温と地温との比較は困難であるけれども，地温測

定の結果より一応11．5～・12．OOCをその限界とし，それ

以上を異常地温範囲とみなした。

　第2図は，異常地温範囲のうち，30。C以上の値を有

する範囲を示したものである。

7．蒸気響の推定存在範囲

　天然蒸気の存在状態およびその範囲を直接求めること

は，地質状況・地下水の影響等により，むしろ困難な場

合が多い。

　前項までの説明で明らかなように後生掛地熱地帯にお

ける変質帯の性質および地温分布状況より得られた結果

を総括すると，後生掛・蒸の湯および新山沢の3地区の

うち，特に後生掛地区では，地表部に発達する珪質物

の分布と30。C以上の高温地域とがほとんど一致してお

り，また蒸気露頭もこの高温範囲内に広く分布するとい

う結果を示している・このように珪質物の分布が蒸気露

頭を含む高温範囲とほ窒一致する事実は，現在の噴気作

用に平行して，変質作用もまた活濃な進行を続けている

状態を示しているということができよう。

　これまで行つた他地域の調査結果によると，変質帯の

分布と異常温度の範囲とが必しも一致するとは限らず，

むしろ変質帯の分布範囲内に局部的な異常地温の認めら

れる場合が多い。低温変質帯の下部に天然蒸気の存在が

望めるかどうかとい覧ことは，大きな問題の1つであるド

が，その原因がいかなるものである年せよ，変質帯の生

成に関連ある噴気現象の出現以来，この両者の不一致は

時間の進行に伴なつて，噴気自体に変化を来したことを

暗示する。いXかえると，変質帯の分布と異常地温範囲

との比較は，噴気地帯生成以来の時間の経過と噴気作用

の消長をある程度汲みと，るための手掛りであるともいう

ことカミできよう。

　いま述べた事柄から，後生掛地区における変質帯と高

温帯との関係は，現在なお旺盛な噴気作用の進行過程に

あることを示すものと帰納的に考えることができ，概括

的には　　高温帯即珪質変質帯即蒸気帯　　の条件を満

足させる状態を示しているということができる。したが

つて，珪質帯の分布範囲を一応平面的な天然蒸気の推定

存在範囲とみれば，一後生掛地区では約23万m2の面積

を有することになる。

　蒸の湯・新山沢における噴気あるいは高温地帯と変質
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帯との関係は，後生掛におけるほど明瞭ではない。むし

ろこの両地区では噴気の分布に，ある方向性がみとめら、

れるようである○この專柄に関連して，新山沢における

蒸気露頭の一部が，直接安山岩の裂罐上に位置すること’

から判断すると，蒸の湯における方向性も堆積物の厚さ

が比較的薄い（あるいは欠く）ために，安山岩中の弱帯の

存在を暗示しているようにも考えることができる。

　後生掛地区の地質状況は，前項でも述べたように，安

山岩を被つて砂層・粘土層等の堆積物の存在が考えられ

るのでシ蒸気露頭の分布あるいは変質帯の分布・性質等

も，堆積物の薄い（あるいは欠く）地敏（新山沢・蒸の湯）

と比較して，異なった状態を呈するであろうと思われ

る。したがつてこの間題については，今後さらに両地域

の詳細な地質状況を検討し，新山沢・蒸の湯における蒸

気推定存在範囲の課題も併せて，検討する必要があると

、思われる。

む　す　び

　域上述べた事柄を要約すると次の通りである。

　1）焼山火山周辺に分布する噴気・温泉群の5ち，今

回，後生掛・新山沢・熊沢蒸の湯の3地区を選び，地質

調査および地温分布調査を行つた。これら3地区周辺の

地質は，焼山・八幡平・蒸湯熔岩よりなるが，後生掛地

区では，安山岩を被つて粘土層・砂層等の湯沼堆積物も

みられるQ

　2）変質帯の性質として，珪質部分の側面および下方

に粘土質部分の発達がみられるが，特に後生掛地区では、

珪質部分の分布範囲と300C以上の異常地温分布範囲と、

がほ壁一致し，このなかに蒸気露頭が多数存在する。1

　3）以上の事柄から次のような推論が可能である。す

なわち，珪質物と粘土質物との生成関係は，噴気地帯に一

伴なう温泉ないし鉱泉の水質の特徴と関連があり，噴気、

ガスに含まれる硫化水素の酸化圏内では，最終的に地表

附近に珪質部分の生成をもたらす。したがつて，変質帯

の分帯と異常地温分布範囲とが一致しない他の地熱地帯

の例と比較した場含後生掛温皐における両者の関係は

概括的に　　高温帯即珪質変質帯即蒸気帯　　の関係に、

あることを示している0

　4）新山沢・熊沢蒸の湯における噴気の分布はむしろ

方向性をもつている1これ捻両地域では比較的堆積物が

薄い（あるいは欠く）ためと思われるが，地質条件の異な

つた地域にみられる噴気現象の相違については，今後伽

検討を必要とする。

　　　　　　　　　　　（昭和27年9～1G月調査）
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